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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリン
トが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一
致するとコンピューティングシステムによって決定することと、
　前記フィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する前記複数の
参照フィンガープリントに一致すると決定することに応答して、前記メディア提示デバイ
スがどのチャネル上で前記メディアコンテンツを受信しているかを決定するために、前記
メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロードキャス
トの時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除を実施することと、
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることと
を含む方法であって、
　前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロード
キャストの前記時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除を実施することは、前記メ
ディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロードキャスト
の前記時間を決定することと、前記一致する参照フィンガープリントのうちのどの１つが
、前記メディア提示デバイスがその上で前記メディアコンテンツを受信している前記チャ
ネルと対応するかを決定するための基礎として、前記メディア提示デバイスによって表示
されている前記メディアコンテンツのブロードキャストの前記決定された時間を使用する
こととを含み、



(2) JP 6490874 B1 2019.3.27

10

20

30

40

50

　前記一致する参照フィンガープリントの各々が、ブロードキャストの対応する時間を有
し、前記一致する参照フィンガープリントのうちのどの１つが、前記メディア提示デバイ
スがその上で前記メディアコンテンツを受信している前記チャネルと対応するかを決定す
るための基礎として、前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコ
ンテンツのブロードキャストの前記決定された時間を使用することは、（ｉ）前記メディ
ア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロードキャストの前
記決定された時間を、各一致する参照フィンガープリントのブロードキャストの対応する
時間と比較することと、（ｉｉ）前記比較することに基づいて、前記メディア提示デバイ
スによって表示されている前記メディアコンテンツのブロードキャストの前記時間が、前
記１つの一致する参照フィンガープリントと対応するブロードキャストの前記時間だけに
一致すると決定することとを含む、
方法。
【請求項２】
　前記コンピューティングシステムが前記メディア提示デバイス以外のエンティティであ
り、前記フィンガープリントが前記メディア提示デバイスによって生成され、前記方法が
、
　前記メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの前記フィンガ
ープリントを前記メディア提示デバイスから前記コンピューティングシステムによって受
信すること
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数の参照フィンガープリントが、参照データ中の複数の参照フィンガープリント
から選択され、前記メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの
前記フィンガープリントが前記複数の参照フィンガープリントに一致すると決定すること
は、
　前記メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの前記フィンガ
ープリントを前記参照データ中の前記複数の参照フィンガープリントと比較することと、
　前記比較することに基づいて、前記メディア提示デバイスによって表示されているメデ
ィアコンテンツの前記フィンガープリントが前記複数の参照フィンガープリントに一致す
ると決定することと
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の参照フィンガープリントを含む複数一致グループを検出しフラグ付けするこ
とをさらに含み、前記メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツ
の前記フィンガープリントが前記複数の参照フィンガープリントに一致すると決定するこ
とは、前記フィンガープリントが、前記フラグ付けされた複数一致グループの前記参照フ
ィンガープリントに一致すると決定することを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロード
キャストの前記時間を決定することが、前記メディア提示デバイスによって表示されてい
る前記メディアコンテンツのブロードキャストの前記時間を示すものを前記メディア提示
デバイスから明示的または暗黙的に受信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロード
キャストの前記時間を決定することが、現在の時間を、前記メディア提示デバイスによっ
て表示されている前記メディアコンテンツのブロードキャストの前記時間であるものと見
なすことを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記比較することに基づいて、前記メディア提示デバイスによって表示されている前記
メディアコンテンツのブロードキャストの前記時間が、前記一致する参照フィンガープリ
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ントのうちの別の１つに一致しないと決定することをさらに含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項８】
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることは、前記メディア提示デバイ
スによって表示されている前記メディアコンテンツとともに補助チャネル固有コンテンツ
が提示させられることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記メディアコンテンツが、ビデオコンテンツとオーディオコンテンツとからなる群か
ら選択されたコンテンツを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記メディア提示デバイスが、前記決定することと、曖昧性排除を前記実施することと
、アクションを前記取ることとのうちの１つまたは複数を行う、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリン
トが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一
致するとコンピューティングシステムによって決定することであって、前記複数の参照フ
ィンガープリントの各一致する参照フィンガープリントが、ブロードキャストの対応する
時間を有する、ことと、
　前記メディア提示デバイスがどのチャネル上で前記メディアコンテンツを受信している
かを前記コンピューティングシステムによって決定することであって、前記メディア提示
デバイスがどのチャネル上で前記メディアコンテンツを受信しているかを決定することは
、前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロード
キャストの時間が、前記一致する参照フィンガープリントのうちのただ１つのブロードキ
ャストの前記対応する時間に一致すると決定することに少なくとも基づき、前記決定され
たチャネルが、前記１つの一致する参照フィンガープリントと対応する前記チャネルであ
る、ことと、
　前記チャネルを前記決定することに基づいてアクションを取ることと
を含む方法であって、
　前記一致する参照フィンガープリントの各々が、ブロードキャストの対応する時間を有
し、
　前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロード
キャストの前記時間が、前記一致する参照フィンガープリントのうちのただ１つのブロー
ドキャストの前記対応する時間に一致すると決定することは、（ｉ）前記メディア提示デ
バイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロードキャストの前記時間を
決定することと、（ｉｉ）前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディ
アコンテンツのブロードキャストの前記決定された時間を、各一致する参照フィンガープ
リントのブロードキャストの対応する時間と比較することと、（ｉｉｉ）前記比較するこ
とに基づいて、前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテン
ツのブロードキャストの前記時間が、前記１つの一致する参照フィンガープリントと対応
するブロードキャストの前記時間だけに一致すると決定することとを含む、
方法。
【請求項１２】
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることは、前記メディア提示デバイ
スによって表示されている前記メディアコンテンツとともに補助チャネル固有コンテンツ
が提示させられることを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記メディアコンテンツが、ビデオコンテンツとオーディオコンテンツとからなる群か
ら選択されたコンテンツを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも部分的に前記メディア提示デバイスによって行われる、請求項１１に記載の
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方法。
【請求項１５】
　ネットワーク通信インターフェースと、
　処理ユニットと、
　非一時的データストレージと、
　前記非一時的データストレージに記憶されたプログラム命令と
を備えるシステムであって、前記プログラム命令は、
　メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリン
トと、前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロ
ードキャストの時間を示すものとを、前記ネットワーク通信インターフェースを介して前
記メディア提示デバイスから受信することと、
　前記受信されたフィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する
複数の参照フィンガープリントに一致すると決定することと、
　前記受信されたフィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する
前記複数の参照フィンガープリントに一致すると決定することに応答して、前記メディア
提示デバイスがどのチャネル上で前記メディアコンテンツを受信しているかを決定するた
めに、前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロ
ードキャストの前記時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除を実施することと、
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることと
を含む動作を行うように前記処理ユニットによって実行可能であり、
　前記一致する参照フィンガープリントの各々が、ブロードキャストの対応する時間を有
し、前記メディア提示デバイスがどのチャネル上で前記メディアコンテンツを受信してい
るかを決定するために、前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディア
コンテンツのブロードキャストの前記時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除を実
施することは、（ｉ）前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコ
ンテンツのブロードキャストの前記決定された時間を、各一致する参照フィンガープリン
トのブロードキャストの対応する時間と比較することと、（ｉｉ）前記比較することに基
づいて、前記メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブ
ロードキャストの前記時間が、前記一致する参照フィンガープリントのうちの１つと対応
するブロードキャストの前記時間だけに一致すると決定することと、（ｉｉｉ）前記１つ
の一致するフィンガープリントと対応する前記チャネルを、前記決定されたチャネルであ
ると見なすこととを含む、
システム。
【請求項１６】
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることは、前記メディア提示デバイ
スによって表示されている前記メディアコンテンツとともに補助チャネル固有コンテンツ
が提示させられることを含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることが、チャネルレーティングシ
ステムにおける使用のために前記決定されたチャネルの提示を記録することを含む、請求
項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることが、チャネルレーティングシ
ステムにおける使用のために前記決定されたチャネルの提示を記録することを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることが、チャネルレーティングシ
ステムにおける使用のために前記決定されたチャネルの提示を記録することを含む、請求
項１１に記載の方法。
【請求項２０】
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　メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリン
トが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一
致するとコンピューティングシステムによって決定することと、
　前記フィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する前記複数の
参照フィンガープリントに一致すると決定することに応答して、前記メディア提示デバイ
スがどのチャネル上で前記メディアコンテンツを受信しているかを決定するために、前記
メディア提示デバイスによって表示されている前記メディアコンテンツのブロードキャス
トの時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除を実施することと、
　前記決定されたチャネルに基づいてアクションを取ることと
を含む方法であって、
　前記複数の参照フィンガープリントが、参照データ中の複数の参照フィンガープリント
から選択され、前記メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの
前記フィンガープリントが前記複数の参照フィンガープリントに一致すると決定すること
は、前記メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの前記フィン
ガープリントを前記参照データ中の前記複数の参照フィンガープリントと比較することと
、前記比較することに基づいて、前記メディア提示デバイスによって表示されているメデ
ィアコンテンツの前記フィンガープリントが前記複数の参照フィンガープリントに一致す
ると決定することとを含み、
　前記方法が、前記複数の参照フィンガープリントを含む複数一致グループを検出しフラ
グ付けすることをさらに含み、前記メディア提示デバイスによって表示されているメディ
アコンテンツの前記フィンガープリントが前記複数の参照フィンガープリントに一致する
と決定することは、前記フィンガープリントが、前記フラグ付けされた複数一致グループ
の前記参照フィンガープリントに一致すると決定することを含む、
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の参照
　本出願は、２０１６年２月２９日に出願された米国仮特許出願第６２／３０１，６１６
号の優先権を主張する、２０１６年１１月４日に出願された米国特許出願第１５／３４３
，８９５号の優先権を主張する。これらの優先権出願の各々全体は参照により本明細書に
組み込まれる。さらに、本開示は、本明細書によって参照により、（２０１６年６月２５
日に公開された）米国特許出願公開第２０１５／０１８１２６３号と、（２０１６年６月
１０日に出願された）米国特許出願第１５／１７９，１４３号と、（２０１６年６月２８
日に出願された）米国特許出願第１５／２２２，４０５号と、（２０１６年８月３１日に
出願された）米国特許出願第１５／２５３，３５４号との全体を組み込む。
【背景技術】
【０００２】
　典型的なメディア提示デバイスは、ビデオおよび／またはオーディオコンテンツなどの
メディアコンテンツを表すアナログまたはデジタルメディアストリームを受信し、ディス
プレイスクリーンおよび／またはオーディオスピーカーなどのユーザインターフェース上
にメディアコンテンツを表示し、提示するように動作する。そのようなデバイスの例は、
限定はしないが、テレビジョン、コンピュータモニタ、投影システム、ラウドスピーカー
、ヘッドフォンなどを含む。
【０００３】
　多くの場合、そのようなメディア提示デバイスは、メディアコンテンツの多数の個別チ
ャネルへのアクセスを有し、所与のそのようなチャネルのメディアコンテンツを再生のた
めにメディア提示デバイスに選択的に送出することができる、ローカルセットトップボッ
クスもしくは他の同様のデバイスまたはリモートサーバなどの受信機と通信していること
がある。
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【０００４】
　例として、テレビジョンが、ケーブルＴＶチャネルのセットへのアクセスを有するケー
ブルＴＶセットトップボックスに通信可能にリンクされることがあり、セットトップボッ
クスは、特定のチャネルを選択しているユーザ入力を受信し、選択されたチャネルに応答
的に同調して、選択されたチャネルのメディアコンテンツをユーザへのメディアコンテン
ツの提示のためにテレビジョンに出力するように構成されることができる。別の例として
、ラウドスピーカーが、ラジオ局のセットへのアクセスを有するラジオに通信可能にリン
クされることがあり、ラジオは、特定のチャネル（局）を選択しているユーザ入力を受信
し、選択されたチャネルに応答的に同調して、選択されたチャネルのメディアコンテンツ
をユーザへのメディアコンテンツの提示のためにラウドスピーカーに出力するように構成
されることができる。そして、さらに別の例として、ディスプレイまたはスピーカーなど
のメディア提示デバイスが、無数のオンラインストリーミングメディアチャネルへのアク
セスを有するコンピュータに通信可能にリンクされることがあり、コンピュータは、特定
のチャネルを選択しているユーザ入力を受信し、選択されたメディアコンテンツの受信お
よび出力を応答的に開始して、メディアコンテンツをユーザへの提示のためにディスプレ
イおよび／またはスピーカーに提供するように構成されることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　メディア提示デバイスがメディアコンテンツを受信し表示するとき、メディア提示デバ
イスは、どのチャネルがメディアコンテンツを搬送したかを示すものを有しないことがあ
る。チャネルに選択的に同調してメディアコンテンツを受信し、メディアコンテンツをメ
ディア提示デバイスに提供する受信機または他のデバイスはそのような情報を有すること
ができるが、上記他のデバイスからメディアコンテンツを受信するメディア提示デバイス
はそのような情報を有しないことがある。たとえば、テレビジョンがケーブルＴＶセット
トップボックスに結合され、ユーザがセットトップボックス上で特定のケーブルチャネル
を選択した場合、セットトップボックスは、それにより、そのチャネルとして選択された
チャネルを示すものを有することができ、セットトップボックスは、次いで、そのチャネ
ル上のメディアコンテンツを受信し、メディアコンテンツはテレビジョンに出力される。
しかし、テレビジョン自体は、メディアコンテンツを受信し表示するだけでよく、選択さ
れたチャネルを示すものを有しないことがある。
【０００６】
　しかしながら、様々な理由により、様々なチャネルのうちのどれが、メディア提示デバ
イスによって表示されているコンテンツを搬送するチャネルであるかを決定することが有
用であることができる。さらに、チャネル選択デバイス（たとえば、受信機またはリモー
トコントロール）が同調されたチャネルの報告をそのデバイスから受信することなしに、
および場合によってはチャネル選択デバイスのいかなる関与もなしにそのように行うこと
が有用であることができる。たとえば、メディア提示デバイス自体、および／またはメデ
ィア提示デバイスと協働して動作しているネットワークサーバが、メディア提示デバイス
によって表示されている（たとえば、すでに表示されているか、現在表示されているか、
または表示されるためにキュー中にある）メディアコンテンツの評価に基づいてチャネル
を決定することが有用であることができる。メディアコンテンツがその上に到着している
チャネルの知識が与えられれば、メディア提示デバイス、ネットワークサーバ、および／
または別のエンティティは、次いで、多数の可能性の中でも、そのチャネルのメディアコ
ンテンツが再生されている程度を決定し記録すること、メディアコンテンツの所定の部分
を（差し替え広告などの）代替コンテンツと選択的に差し替えること、またはメディアコ
ンテンツとともに提示のためにメディアコンテンツ上にチャネル固有コンテンツを重ね合
わせることなど、チャネルにキーイングされた１つまたは複数の動作を行うことができる
。
【０００７】
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　メディアコンテンツがその上に到着しているチャネルを決定するための１つの方法は、
メディア提示デバイス（もしくは場合によっては補助デバイス）および／またはネットワ
ークサーバに、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのデジ
タルフィンガープリントを生成させ、次いで、そのフィンガープリントを、特定のチャネ
ル上に提供されるべきことが知られているメディアコンテンツについて確定された(estab
lished)参照フィンガープリントデータと比較することである。
【０００８】
　たとえば、ネットワークサーバまたはそのような他のエンティティは、参照データを確
立するかまたはさもなければそれへのアクセスを有することができ、その参照データは、
特定のチャネル上で搬送されるかまたは搬送されるようにスケジュールされたメディアコ
ンテンツの参照フィンガープリントを含み、各参照フィンガープリントを、関連するメデ
ィアコンテンツがその上で搬送されるかまたは搬送されるようにスケジュールされたチャ
ネルにマッピングすることができる。メディア提示デバイスが所与のメディアコンテンツ
を受信し表示すると、メディア提示デバイスは、次いで、そのメディアコンテンツのフィ
ンガープリントを生成し、ネットワーク通信インターフェースを通して、生成されたフィ
ンガープリントを分析のためにネットワークサーバに報告することができる。そして、ネ
ットワークサーバは、次いで、報告されたフィンガープリントを参照フィンガープリント
データと比較して、参照フィンガープリントとの一致を発見し、それにより、メディアコ
ンテンツがその上に到着しているチャネルが、参照データがその参照フィンガープリント
とマッピングするチャネルであると決定することができる。それにより、メディアコンテ
ンツがその上に到着しているチャネルを決定すると、ネットワークサーバは、次いで、メ
ディア提示デバイスにチャネルを示すものを通信することができ、メディア提示デバイス
はチャネル固有アクションを取ることができる。代替的に、ネットワークサーバ自体また
は別のエンティティが、決定されたチャネルに基づいてチャネル固有アクションを取るこ
とができる。
【０００９】
　しかしながら、残念ながら、このプロセスにおいて起こることができる問題は、同じメ
ディアコンテンツが、複数の異なるチャネル上に提供されることができ、したがって、メ
ディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが
、メディアコンテンツがその上に到着しているチャネルのみと相関しないことがあること
である。その結果、メディア提示デバイスがそのようなメディアコンテンツを提示してお
り、メディアコンテンツのフィンガープリントを生成し提供する場合、そのフィンガープ
リントは、複数の異なるチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントにマ
ッピングされることができ、したがってチャネル識別は決定的にならないであろう。
【００１０】
　これの特定の例として、２つの異なるビデオコンテンツプロバイダが、別個のそれぞれ
のチャネル上でそれぞれ、両方とも同じシンジケート化されたテレビビジョンショーをブ
ロードキャストし、広告主が、ショーについてのそのプロバイダのブロードキャスト上で
ポップアップ広告を提示するために、コンテンツプロバイダのうちただ１つと契約を有す
るシナリオを検討されたい。このシナリオでは、メディア提示デバイスがこれらのブロー
ドキャストのうちの１つを受信し提示しているとき、メディア提示デバイスがブロードキ
ャストのフィンガープリントを生成しネットワークサーバに提供した場合、ネットワーク
サーバは、フィンガープリントが、ショーについての両方のコンテンツプロバイダのブロ
ードキャストに一致すると決定することがあり、したがって、メディア提示デバイスがポ
ップアップ広告を提示すべきか否かが不明瞭になることができる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本明細書では、メディアコンテンツのフィンガープリントデータが、複数の異なるチャ
ネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一致するシナリオにおいて、チ
ャネル識別を曖昧性を排除するのを助けるための方法およびシステムが開示される。本開
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示によれば、この分析を行うネットワークサーバまたは他のエンティティは、当該のメデ
ィアコンテンツのフィンガープリントが、異なるチャネルとそれぞれ対応する２つ以上の
参照フィンガープリントに一致すると決定することによって、複数一致のシナリオを検出
することになる。検出された複数一致のシナリオに直面すると、エンティティは、次いで
、チャネル固有アクションを取ることを可能にするように、メディア提示デバイスによっ
て表示されているメディアコンテンツがチャネルのうちどれの上に到着しているかを決定
するために、チャネル識別情報を曖昧性を排除するための基礎として、メディア提示デバ
イスによって表示されているメディアコンテンツに関するコンテキスト情報を使用する。
【００１２】
　そのようなコンテキスト情報の一例は、メディア提示デバイスによって表示されている
メディアコンテンツのブロードキャストの時間である。特に、それは、同じメディアコン
テンツが、チャネルごとに異なるそれぞれの時間（たとえば、日付および時刻）における
複数の異なるチャネル上のブロードキャストのためにスケジュールされている場合である
ことができる。このようにして、上記で説明された複数一致のシナリオに直面すると、エ
ンティティは、２つ以上の一致する参照フィンガープリントのうちのどれが、メディア提
示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの実際の時間
に一致するブロードキャストの時間と対応するかを決定することに少なくとも部分的によ
って、曖昧性排除を実施することができる。
【００１３】
　代表的な実装形態では、たとえば、エンティティは、それにより、一致する参照フィン
ガープリントのうちのただ単一の１つが、メディア提示デバイスによって表示されている
メディアコンテンツのブロードキャストの実際の時間に一致するブロードキャストの時間
と対応すると決定することができる。このようにして、エンティティは、その単一の参照
フィンガープリントと対応するチャネルが、メディア提示デバイスによって表示されてい
るコンテンツがその上に到着しているチャネルであると結論することができる。代替また
は追加として、エンティティは、各一致する参照フィンガープリントが、メディア提示デ
バイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの実際の時間に一
致しないブロードキャストの時間と対応するという決定に基づく考慮から、そのような参
照フィンガープリントのうちの１つまたは複数を少なくとも排除することができる。さら
に、エンティティは、さらに曖昧性を排除するために必要な場合、１つまたは複数の追加
のファクタをも適用することができる。
【００１４】
　したがって、１つの点に関しては、時間ベースの曖昧性排除を通して決定されたチャネ
ルに基づいてアクションを取ることを含む方法が開示される。本方法は、メディア提示デ
バイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが、異なるそれ
ぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一致するとコンピュ
ーティングシステムが決定することを含む。さらに、本方法は、フィンガープリントが、
異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一致する
と決定することに応答して、メディア提示デバイスがどのチャネル上でメディアコンテン
ツを受信しているか（たとえば、メディア提示デバイスがどのチャネル上でメディアコン
テンツを受信したか）を決定するために、メディア提示デバイスによって表示されている
メディアコンテンツのブロードキャストの時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除
を実施することを含む。そして、本方法は、その上、決定されたチャネルに基づいてアク
ションを取ることを含む。
【００１５】
　さらに、別の１つの点に関しては、開示される方法は、メディア提示デバイスによって
表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネル
とそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一致するとコンピューティングシス
テムが決定することを含み、複数の参照フィンガープリントの各一致する参照フィンガー
プリントは、ブロードキャストの対応する時間を有する。そして、本方法は、メディア提
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示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの時間が、一
致する参照フィンガープリントのうちのただ１つのブロードキャストの対応する時間に一
致すると決定することに少なくとも部分的に基づいて、メディア提示デバイスがどのチャ
ネル上でメディアコンテンツを受信しているかをコンピューティングシステムが決定する
ことを含み、決定されたチャネルは、１つの一致する参照フィンガープリントと対応する
チャネルである。本方法は、次いで、チャネルを決定することに基づいてアクションを取
ることを含む。
【００１６】
　さらに、別の１つの点に関しては、ネットワーク通信インターフェースと、処理ユニッ
トと、非一時的データストレージと、非一時的データストレージ中に（たとえば、その上
に）記憶され、様々な動作を行うように処理ユニットによって実行可能なプログラム命令
とを含むシステムが開示される。動作は、メディア提示デバイスによって表示されている
メディアコンテンツのフィンガープリントと、メディア提示デバイスによって表示されて
いるメディアコンテンツのブロードキャストの時間を示すものとを、ネットワーク通信イ
ンターフェースを介してメディア提示デバイスから受信することを含む。さらに、動作は
、受信されたフィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数
の参照フィンガープリントに一致すると決定することを含む。そして、動作は、受信され
たフィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィ
ンガープリントに一致すると決定することに応答して、メディア提示デバイスがどのチャ
ネル上でメディアコンテンツを受信しているかを決定するために、メディア提示デバイス
によって表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの時間に少なくとも部分
的に基づいて曖昧性排除を実施することを含む。動作は、その上、決定されたチャネルに
基づいてアクションを取ることを含む。
【００１７】
　これらならびに他の態様、利点、および代替形態は、必要に応じて添付の図面を参照し
ながら、以下の詳細な説明を読むことによって当業者に明らかになろう。さらに、この概
要および以下において提供される説明は、本発明を例として示すものにすぎず、限定とし
て示すものではないことを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】様々な開示される原理が適用されることができる例示的なシステムの簡略ブロッ
ク図である。
【図２】様々な開示される原理を実装することを可能にするためにメディア提示デバイス
がネットワークサーバと通信する、例示的なネットワーク構成の簡略ブロック図である。
【図３】本開示に従って行われることができる動作を示すフローチャートである。
【図４】本開示に従って行われることができる動作を示す別のフローチャートである。
【図５】例示的なネットワークサーバの簡略ブロック図である。
【図６】例示的なメディア提示デバイスの簡略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図面を参照すると、図１は、様々な開示される原理が適用されることができる例示的な
システムの簡略ブロック図である。しかしながら、本明細書で説明されるこのおよび他の
構成およびプロセスは様々な他の形態を取ることができることを理解されよう。たとえば
、要素および動作は、並べ替え、分散、複製、合成、省略、追加、またはさもなければ修
正されることができる。さらに、１つまたは複数のエンティティによって実行されるもの
として本明細書で説明される機能は、プログラム命令などを実行する１つまたは複数の処
理ユニットによってなど、ハードウェア、ファームウェア、および／またはソフトウェア
を通して、それらのエンティティによっておよび／またはそれらのために実装されること
ができることを理解されよう。
【００２０】
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　図１に示されているように、例示的なシステムは、１つまたは複数のメディアコンテン
ツソース１２（たとえば、ブロードキャスター、ウェブサーバなど）と、１つまたは複数
のメディアコンテンツ配信者１４（たとえば、ケーブルプロバイダ、衛星プロバイダ、オ
ーバージエアブロードキャストプロバイダ、ウェブアグリゲータなどのマルチチャネル配
信者）と、１つまたは複数のメディアコンテンツ受信機１６（たとえば、ケーブル受信機
、衛星受信機、オーバージエアブロードキャスト受信機、コンピュータまたは他のストリ
ーミングメディア受信機など）と、１つまたは複数のクライアントまたはメディア提示デ
バイス１８（たとえば、テレビジョンまたは他のディスプレイデバイス、ラウドスピーカ
ーまたは他のオーディオ出力デバイスなど）とを含む。
【００２１】
　実際には、たとえば、メディアコンテンツソース１２は、ＡＢＣ、ＮＢＣ、ＣＢＳ、Ｆ
ＯＸ、ＨＢＯ、およびＣＮＮなどの全国的ブロードキャスターであることができ、メディ
アコンテンツ配信者１４は、特定の指定されたマーケットエリア（ＤＭＡ）中のローカル
アフィリエイトおよび／または他のローカルコンテンツ配信者であることができ、受信機
１６およびメディア提示デバイス１８は、さらに、自宅または事業施設など、顧客構内に
位置することができる。この構成または他の構成を用いて、コンテンツソース１２は、顧
客構内における受信機１６への配信のためにコンテンツ配信者１４にメディアコンテンツ
を配信することができ、コンテンツ配信者は、個別チャネル（たとえば、特定の周波数）
上で受信機１６にメディアコンテンツを配信することができる。各受信機は、次いで、ユ
ーザ入力または１つもしくは複数の他のトリガに応答して、選択されたチャネルに同調し
、選択されたチャネル上に到着しているメディアコンテンツをメディア提示デバイス１８
に出力することができる。そして、メディア提示デバイス１８は、メディアコンテンツを
受信し表示することができる（たとえば、コンテンツを表示するかまたはさもなければ提
示することができる）。
【００２２】
　この構成では、メディア提示デバイスがこのメディアコンテンツを受信し表示するとき
、メディア提示デバイスは、メディアコンテンツがその上に到着しているチャネルについ
ての、すなわち、受信機が同調されるチャネルについて示すものを有しないことがある。
そうではなく、メディア提示デバイスは、受信機からメディアストリームとしてメディア
コンテンツを受信し、受信されたメディアコンテンツを表示するように構成されるだけで
あることができる。しかしながら、本開示によれば、メディア提示デバイスは、ネットワ
ークサーバと通信していてよく、チャネルの識別を可能にし、このようにして有用なチャ
ネル固有アクションを取ることを可能にするためにネットワークサーバとともに動作する
ことができる。
【００２３】
　図２は、メディア提示デバイス１８がインターネットなどのネットワーク２２を介して
ネットワークサーバ２０と通信している例示的なネットワーク構成を示す。実際には、メ
ディア提示デバイス１８は、顧客構内においてローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）上
にノードとして位置することができ、メディア提示デバイスは、ＬＡＮ上に割り当てられ
たインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを有し、ＬＡＮはインターネット上にＩＰ
アドレスを有する。さらに、ネットワークサーバ２０も、インターネット上のＩＰアドレ
スにおいてアクセス可能であることができる。この構成を用いて、メディア提示デバイス
は、チャネル識別および関連するアクションを可能にするように、メディア提示デバイス
によって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントを報告するために、イ
ンターネットを介してネットワークサーバとのＩＰ通信を開始しそれに関与することがで
きる。
【００２４】
　上記で説明されたように、本開示に従って動作するネットワークサーバ２０または別の
エンティティは、少なくともメディア提示デバイス１８にとってアクセス可能な様々なチ
ャネルの各々の上で搬送されるかまたは搬送されるようにスケジュールされたメディアコ
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ンテンツのための参照データ２４を確立するかまたはそれへのアクセスを有することがで
きる。リレーショナルデータベースまたは他の形態で記憶されることができる参照データ
は、各チャネルのそれぞれの参照フィンガープリントを、場合によっては、チャネルによ
って最も最近搬送された（たとえば、最も直近の時間期間をカバーしているスライディン
グウィンドウベース上の）メディアコンテンツの参照フィンガープリントストリームを含
むことができる。追加または代替として、参照データは、特定のチャネル上で搬送される
ために利用可能および／またはスケジュールされた各メディアコンテンツ番組（たとえば
、テレビジョン放送、ラジオ放送、ストリーミングメディアファイルなど）のそれぞれの
参照フィンガープリント（たとえば、参照フィンガープリントストリーム）を含むことが
できる。したがって、参照データは、各参照フィンガープリントを、関連するメディアコ
ンテンツ（すなわち、参照フィンガープリントによって一意に識別されるコンテンツ）が
その上で搬送されるかまたは搬送されることができるチャネルと、さらに、そのチャネル
上の関連するメディアコンテンツのブロードキャストの対応する時間とにマッピングする
ことができる。
【００２５】
　参照フィンガープリントをチャネルにマッピングすることにおいて、参照データは、チ
ャネルを互いに区別するのを助けるためにチャネルを様々な属性によって特徴づけること
ができる。たとえば、受信機または他のそのようなデバイスが、チャネル番号によって選
択可能な複数の異なるチャネルを提供する場合、参照データは、それらのそれぞれのチャ
ネル番号によってチャネルを特徴づけることができる。および別の例として、各チャネル
が、たとえば特定のブロードキャスターの１つのコンテンツなど、特定のコンテンツソー
スのコンテンツを搬送する場合、参照データは、それらのそれぞれのコンテンツソースの
識別情報によってチャネルを特徴づけることができる。またさらに、２つ以上のコンテン
ツ配信者（たとえば、マルチチャネル配信者）がコンテンツソースのコンテンツを配信す
る場合、参照データは、それらのそれぞれのコンテンツ配信者の識別情報によってチャネ
ルを特徴づけることができる。実際には、参照データは、各参照フィンガープリントをこ
れらまたは他の属性のうちの１つまたは複数と相関させることができる。
【００２６】
　参照フィンガープリントをチャネル上のブロードキャストの対応する時間にマッピング
するのに、参照データは、その場合、関連するメディアコンテンツが、関連するチャネル
上でブロードキャストされているか、または関連するチャネル上でブロードキャストされ
るようにスケジュールされた時間（たとえば、日付および時刻）を指定することができる
。そのような仕様は様々な形態を取ることができる。例として、参照フィンガープリント
が、関連するメディアコンテンツのそれぞれの時間セグメントを表すフィンガープリント
時間セグメントのシーケンスを定義する場合、参照データは、メディアコンテンツの関連
する時間セグメントのブロードキャストの実際のまたはスケジュールされた時間を示すタ
イムスタンプをフィンガープリント時間セグメントごとに提供することができる。そして
、別の例として、参照フィンガープリントがメディアコンテンツ番組を表す場合、参照デ
ータは、全体としてそのメディアコンテンツ番組のブロードキャストの実際のまたはスケ
ジュールされた時間（たとえば、半時間ブロックなど、番組編成時間範囲）を示すタイム
スタンプを提供することができる。他の例が同様に可能である。
【００２７】
　本開示に従って動作するネットワークサーバ２０または他のエンティティは、様々なチ
ャネルの各々上に到着しているメディアコンテンツ（たとえば、少なくとも、メディア提
示デバイスをサーブする受信機にとって利用可能である様々なチャネルの各々上に到着し
ているメディアコンテンツ）を分析すること、および／または１つもしくは複数の他のエ
ンティティから番組スケジューリングデータを受信することによってこの参照データの一
部または全部を確定することができる。
【００２８】
　様々なチャネル上に到着しているメディアコンテンツを分析することによって参照デー
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タを確定することを可能にするために、図２に示されているように、サーバは、受信機が
顧客構内においてコンテンツを受信するように構成されることができるのとほとんど同じ
方法で、様々なチャネル上でメディアコンテンツ配信者１４のうちの１つまたは複数から
メディアコンテンツを受信するように構成された１つまたは複数の受信機１６を含むかま
たはそれと相互接続されることができる。たとえば、サーバは、１つもしくは複数のケー
ブルＴＶセットトップボックス、ラジオ、コンピュータ、もしくは他のメディア受信機を
含むかもしくはそれと相互接続されることができるか、または１つもしくは複数のそのよ
うな受信機をエミュレートするように構成されることができる。サーバは、その場合、各
チャネル上に到着しているそれぞれのメディアコンテンツを受信し分析し、現在知られて
いるかまたは後で開発される何らかのメディアフィンガープリンティングプロセス（たと
えば、フレームまたは他の単位ごとにハッシュを計算すること、またはさもなければメデ
ィアコンテンツに固有の成分特徴を識別し、抽出し、デジタル的に表現すること）を使用
して、各チャネルについてチャネルのメディアコンテンツの参照フィンガープリントを生
成するように構成されることができる。さらに、サーバがチャネルのための参照フィンガ
ープリントを生成するとき、サーバはまた、チャネル上のメディアコンテンツのブロード
キャストの時間を定義する、チャネル上の関連するメディアコンテンツの受信の時間を示
す１つまたは複数のタイムスタンプをそのフィンガープリントに関連して記録することが
できる。
【００２９】
　実際には、サーバは、複数のそのようなチャネル（場合によってはチャネルのすべて）
の上で同時に受信し、チャネルについてそれぞれのフィンガープリントおよびタイムスタ
ンプを並列に分析し生成するように構成されることができるか、あるいはサーバは、各チ
ャネルについてそれぞれのフィンガープリントおよびタイムスタンプを分析し生成するた
めに、場合によってはチャネルを繰り返し巡回して、チャネルからチャネルにホッピング
するように構成されることができる。さらに、サーバは、参照のために、各チャネルにつ
いてメディアコンテンツの少なくとも最も直近の時間ウィンドウのそれぞれのフィンガー
プリントを保存して、これをリアルタイムで行い続けることができる。そして、サーバは
、上記で説明されたようにタイムスタンプ情報およびチャネル特徴づけ情報に関連して参
照データ中に各チャネルの参照フィンガープリントを記録することができる。ここで、サ
ーバは、まさに受信機が同調されたチャネルについての知識を受信機が通常有するはずで
あるように、各チャネルについての知識（たとえば、チャネル番号）を有するはずである
。さらに、サーバは、サーバが各参照フィンガープリントについてそれぞれチャネル属性
を決定し記録することができるように、そのようなチャネルの各々の属性を指定するガイ
ド情報または他のそのようなデータ（たとえば、コンテンツソース識別情報、コンテンツ
配信者識別情報など）へのアクセスを有することができる。
【００３０】
　さらに、サーバは、特定の時間において特定のチャネル上で利用可能であるかまたはブ
ロードキャストされるようにスケジュールされたメディアコンテンツ番組のためのそのよ
うな参照フィンガープリントを受信するかまたは場合によっては確定することができる。
たとえば、様々なメディアコンテンツ番組のプロバイダまたは配信者は、現在知られてい
るかまたは後で開発される何らかのメディアフィンガープリンティングプロセスをこの場
合も使用して、メディアコンテンツ番組のための参照フィンガープリントを生成すること
ができ、サーバは、関連するメディアコンテンツ番組がブロードキャストされるようにス
ケジュールされたチャネルと、それらのチャネル上のブロードキャストのスケジュールさ
れた時間とを示すものとともに、それらの参照フィンガープリントを受信することができ
る。サーバは、このようにして、関連するメディアコンテンツ番組のスケジュールされた
時間およびチャネル情報に関連して各そのような参照フィンガープリントを記録すること
ができる。代替的に、サーバは、スケジュールされた時間およびチャネル情報とともに、
メディアコンテンツ番組の事前コピーをプロバイダまたは配信者から受信することができ
、サーバは、各メディアコンテンツ番組のための参照フィンガープリントをそれ自体で生
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成し、スケジュールされた時間およびチャネル情報に関連して各生成された参照フィンガ
ープリントを記録することができる。他の例が同様に可能である。
【００３１】
　これまたは他のそのような参照データが与えられれば、サーバが、未知のチャネル上で
受信されたメディアコンテンツのフィンガープリントを提示されたとき、サーバは、現在
知られているかまたは後で開発される何らかのフィンガープリント一致プロセスを使用し
て、そのフィンガープリントを、記憶された参照フィンガープリントのうちの１つに一致
させることができ、それにより、当該のメディアコンテンツは、参照データが、一致する
参照フィンガープリントにマッピングしているチャネル上に到着したと結論することがで
きる。このようにして、サーバが、メディア提示デバイス１８によって表示されているメ
ディアコンテンツのフィンガープリントに直面した場合、サーバは、そのフィンガープリ
ントを参照データ中の参照フィンガープリントと比較することができる。そして、サーバ
が、一致する参照フィンガープリントをそれにより発見した場合、サーバは、参照データ
が、一致する参照フィンガープリントとマッピングしているチャネルを識別することがで
き、それが、メディア提示デバイスがその上でメディアコンテンツを受信しているチャネ
ルであると（すなわち、それが、メディア提示デバイスによって表示されているメディア
コンテンツを搬送するチャネルであると）結論することができる。今度は、サーバは、識
別されたチャネルに基づいてチャネル固有アクションを応答的に取るか、または１つもし
くは複数の他のエンティティが、識別されたチャネルに基づいてチャネル固有アクション
を取ることを引き起こすかもしくは可能にすることができる。
【００３２】
　これを可能にするために、メディア提示デバイス１８または別のエンティティは、メデ
ィア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントを生
成し、フィンガープリントを分析のためにサーバ２０に送信するように構成されることが
できる。
【００３３】
　たとえば、図２に示されているように、メディア提示デバイスは、メディア提示デバイ
スによって表示されているメディアコンテンツのデジタルフィンガープリントを生成する
ように構成されることができる、フィンガープリント生成器２６を含むことができる。そ
のようなフィンガープリント生成器は、メディア提示デバイスが受信機１６からチャネル
上でメディアコンテンツを受信しているとき、および／またはメディア提示デバイスがメ
ディアコンテンツを提示のために処理しているとき、メディアコンテンツのフィンガープ
リントを生成するように構成されることができる。したがって、フィンガープリント生成
器は、受信機からメディア提示デバイスに到着している、および／またはメディア提示デ
バイスによって提示のために処理されているメディアコンテンツのコピーを入力として受
信し、現在知られているかまたは後で開発される何らかのメディアフィンガープリンティ
ングプロセスを適用して、メディアコンテンツのフィンガープリントを生成することがで
きる。
【００３４】
　実際には、フィンガープリント生成器は、フレームごとの単位（たとえば、キーフレー
ムごとの単位）または他の単位などで、そのようなフィンガープリントをフィンガープリ
ントストリームとして継続的に生成するように構成されることができる。そして、メディ
ア提示デバイスは、フィンガープリントを分析のためにネットワーク２２を介してサーバ
２０に送信するように構成されることができる。例として、メディア提示デバイスは、メ
ディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの最新のフレーム、一連
のフレームまたは他のセグメントもしくは部分を表すフィンガープリントをサーバに周期
的にまたは時々送信するように構成されることができる。特に、メディア提示デバイスは
、最新の生成されたフィンガープリントを搬送するメッセージを生成することができ、そ
のメッセージをサーバのＩＰアドレスに送信することができる。そのようなメッセージは
、現在の時間を暗黙的または明示的に示すことができ、このようにして、当該のメディア
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コンテンツがメディア提示デバイスによってブロードキャストおよび／または表示されて
いる時間を確定する。そして、サーバは、それにより、分析のためにフィンガープリント
および時間情報を受信することができる。
【００３５】
　代替的に、サーバ自体または別のエンティティが、メディア提示デバイスによって表示
されているメディアコンテンツのフィンガープリントを生成することを可能にするために
、メディア提示デバイスは、同様に継続的にまたは他の単位で、メディア提示デバイスに
よって表示されているメディアコンテンツに関する様々なデータをサーバに送信すること
ができ、このようにしてサーバはそれを受信することができる。たとえば、メディア提示
デバイスは、関連する時間情報をこの場合も暗黙的または明示的に示す、メディアコンテ
ンツの個々のフレーム（たとえば、スナップショット）または他のセグメントなど、メデ
ィア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの部分をサーバに送信する
ことができる。そして、サーバは、現在知られているかまたは後で開発される何らかのメ
ディアフィンガープリンティングプロセスを適用して、メディアコンテンツのフィンガー
プリントを分析のために生成することができ、そのフィンガープリントを、示された時間
情報に関連付けることができる。
【００３６】
　上記で説明されたプロセスを通して、サーバは、次いで、現在知られているかまたは後
で開発される何らかのデジタルフィンガープリント比較プロセスを使用して、メディア提
示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントを参照デー
タ中の参照フィンガープリントと比較することができる。そして、上述されたように、サ
ーバが、一致する参照フィンガープリントをそれにより発見した場合、サーバは、参照デ
ータが、一致する参照フィンガープリントとマッピングしているチャネルを決定すること
ができ、決定されたチャネルが、メディア提示デバイスによって表示されているメディア
コンテンツを搬送するチャネルであると結論することができる。
【００３７】
　それにより当該のチャネルを決定することに応答して、サーバは、次いで、チャネルの
決定に基づいて１つまたは複数のチャネル固有アクションを取るか、またはそれが取られ
ることを引き起こすことができる。特に、サーバ自体が、チャネル決定に基づいてアクシ
ョンを取ることができるか、またはサーバは、別のエンティティに、場合によってはメデ
ィア提示デバイスに信号を送って、チャネル決定に基づいてその別のエンティティにアク
ションを取らせることができる。
【００３８】
　たとえば、サーバは、特定のチャネルがメディア提示デバイスによって提示されている
程度を測定するためのチャネルレーティングまたは分析システムの一部として、メディア
提示デバイスがその特定のチャネルのコンテンツを提示しているという事実を記録するこ
とができる。たとえば、メディア提示デバイスは、メディア提示デバイスが表示している
メディアコンテンツのフィンガープリントをサーバに定期的に（たとえば、周期的に）報
告することができ、サーバは、表示されているチャネルを決定するために本明細書で説明
されているプロセスなどのプロセスを行うことができる。サーバがこのようにしてチャネ
ルが表示されていると決定するたびに、サーバは、そのチャネルが提示されている程度を
示すデータとして、表示されているチャネルのカウントまたは他の統計値を加算すること
ができる。さらに、これらのカウントまたは他の統計値はメディア提示デバイスが当該の
チャネルを提示する程度を示して、（デバイス固有の閲覧分析として）メディア提示デバ
イスごとにあることができる。
【００３９】
　別の例として、サーバは、場合によってはメディアコンテンツの１つまたは複数の部分
のための差し替えとして、可能性の中でも、上記で説明されたポップアップ広告、コマー
シャルブレーク、またはチャネル識別など、補助コンテンツをメディア提示デバイスが提
示することを応答的に引き起こすことができる。たとえば、当該のチャネルについての知



(15) JP 6490874 B1 2019.3.27

10

20

30

40

50

識が与えられれば、サーバは、決定されたチャネルに特に関連付けられた（および場合に
よっては、特定のメディア提示デバイスに関連付けられたプロファイルデータ（たとえば
、デバイス固有の閲覧分析）にさらに基づく）特定の補助メディアコンテンツを生成する
かまたは（たとえば、サーバデータストレージから）選択することができ、メディア提示
デバイスが受信機から受信しているメディアコンテンツとともにメディア提示デバイスが
提示するために、その補助メディアコンテンツをメディア提示デバイスに送信することが
できる。メディア提示デバイスは、このようにして、サーバから補助メディアコンテンツ
を受信し、メディア提示デバイスが受信機から受信しているメディアコンテンツとともに
その補助メディアコンテンツを提示することができる。
【００４０】
　実際には、このプロセスは、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコ
ンテンツのフィンガープリントをサーバがメディア提示デバイスからリアルタイムに受信
することと、受信されたフィンガープリントが、サーバが既知のチャネル上で同時に受信
している（かまたは同じ時間の間にスケジュールされた）メディアコンテンツの参照フィ
ンガープリントに一致するとサーバが決定することとを含むことができる。
【００４１】
　しかしながら、場合によっては、メディア提示デバイスがメディアコンテンツを表示し
、フィンガープリントにタイムスタンプを付けてそのフィンガープリントをサーバに送信
するときと、サーバが既知のチャネル上でメディアコンテンツを受信し、場合によっては
参照フィンガープリントにタイムスタンプが付けられているときとの間に時間差があるこ
とができる。サーバは、参照フィンガープリントのスライディングウィンドウにわたって
受信されたフィンガープリントを比較することによってまたはその逆によって、この時間
差を考慮することができる。さらに、サーバは、受信されたフィンガープリントと参照フ
ィンガープリントとの間の決定された一致に応答してアクションを取るとき、この時間差
を考慮することができる。たとえば、メディア提示デバイスが、コンテンツについてのサ
ーバのタイムスタンプよりも十分早く（たとえば、数秒を超えてより早く）メディアコン
テンツを受信した場合、サーバは、フィンガープリントの一致を依然として識別すること
ができ、分析データを記録することができる。しかし、その時間差を検出したことに応答
して、サーバは、メディア提示デバイスがユーザの視点からはあまりに遅れて（たとえば
、同期から外れて）補助コンテンツを提示するという状況を回避するのを助けるために、
関連する補助コンテンツをメディア提示デバイスに提示させるのを控えることができる。
一方、サーバが、十分な時間期間の間フィンガープリント一致を検出し、かつ／または一
致するコンテンツが続くと決定した場合、サーバは、そのような時間差に直面したときで
も、補助コンテンツをメディア提示デバイスに提示させることができる。
【００４２】
　いずれの場合も、これらまたは他のそのようなプロセスを通して、ネットワークサーバ
または他のエンティティは、メディア提示デバイスがその上で当該のメディアコンテンツ
を受信しているチャネルを決定することができる。そして、エンティティがチャネルを決
定すると、エンティティは、次いで、チャネル決定に基づいてアクションを取ることがで
きる。代替的に、エンティティは、別のエンティティに、場合によっては元のメディア提
示デバイスに信号を送って、チャネル決定に基づいてその別のエンティティにアクション
を取らせることができる。他の例が同様に可能である。
【００４３】
　上記の議論に沿って、上述されたように参照データへのアクセスを有するサーバ２０ま
たは他のエンティティは、場合によっては参照データの間で互いに一致しメディア提示デ
バイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントに一致する様々
な参照フィンガープリントを検出することによって、複数一致のシナリオを識別するよう
に構成されることができる。
【００４４】
　一実装形態では、たとえば、サーバは、互いに一致する参照フィンガープリントを発見
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しようとして、何らかの現在知られているかまたは後で開発されるメディアフィンガープ
リント一致プロセスを使用して参照データ中の参照フィンガープリントのペアを比較して
、複数一致のシナリオを探し求めて参照データを定期的に分析することができる。参照フ
ィンガープリントのうちの少なくとも２つのそのような一致の各々を発見すると、サーバ
は、次いで、参照フィンガープリントに、複数一致グループであるものとしてフラグ付け
することができる。そのようなフラグは、メディア提示デバイスによって表示されている
メディアコンテンツのフィンガープリントが、フラグ付けされた複数一致グループ中の参
照フィンガープリントのいずれかに一致する場合、潜在的なあいまいさがあることを示す
ことができる。サーバは、様々な方法で参照フィンガープリントに複数一致グループであ
るものとしてフラグ付けすることができる。たとえば、サーバは、参照フィンガープリン
トが複数一致グループのメンバーであることを示すために、参照データ中の複数一致グル
ープの参照フィンガープリントを相互参照することができる。代替的に、サーバは、参照
フィンガープリントの単一コピーを記憶し、そのコピーを、参照フィンガープリントによ
って表されるメディアコンテンツがその上で搬送される様々なチャネルに関連付け、各チ
ャネルについて、そのチャネル上のブロードキャストの関連する時間、ならびに他の情報
を示すことができる。
【００４５】
　この実装形態では、サーバが、メディア提示デバイスによって表示されているメディア
コンテンツのフィンガープリントをメディア提示デバイスから受信し、サーバが、受信さ
れたフィンガープリントが参照フィンガープリントに一致すると決定したとき、サーバは
、次いで、複数一致の状況が存在するかどうかを参照データから容易に決定することがで
きる。一致する参照フィンガープリントが、複数一致グループのメンバーであるものとし
てフラグ付けされていない場合、サーバは、（複数一致の状況ではなく）単一一致の状況
が存在すると結論することができ、その場合、上記で説明されたように、サーバは、次い
で、一致する参照フィンガープリントに関連するチャネルを参照データから容易に決定す
ることができ、それが、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテン
ツを搬送するチャネルであると結論することができる。他方では、一致する参照フィンガ
ープリントが、複数一致グループのメンバーであるものとしてフラグ付けされている場合
、サーバは、（単一一致の状況ではなく）複数一致の状況が存在すると結論することがで
き、その場合、サーバは、複数一致グループの参照フィンガープリントに関連するものの
中から当該のチャネルを識別するのを助けるために曖昧性排除プロセスを実施する必要が
あることができる。
【００４６】
　代替的に、別の実装形態では、サーバは、サーバがメディア提示デバイスからフィンガ
ープリントを受信したときに複数一致グループを識別することができる。たとえば、サー
バがメディア提示デバイスからフィンガープリントを受信したとき（たとえば、受信する
と）、サーバは、受信されたフィンガープリントを参照データ中の参照フィンガープリン
トのすべてと比較することができる。サーバが、それにより受信されたフィンガープリン
トが参照フィンガープリントのうちのただ１つに一致することを検出した場合、サーバは
、（複数一致の状況ではなく）単一一致の状況が存在すると結論することができ、その場
合、サーバは、次いで、一致する参照フィンガープリントに関連するチャネルを参照デー
タから容易に決定することができ、それが、メディア提示デバイスによって表示されてい
るメディアコンテンツを搬送するチャネルであると結論することができる。他方では、サ
ーバが、受信されたフィンガープリントが参照フィンガープリントのうちの２つ以上に一
致することを検出した場合、サーバは、（単一一致の状況ではなく）複数一致の状況が存
在すると結論することができ、その場合、サーバは、複数一致グループの参照フィンガー
プリントに関連するものの中から当該のチャネルを識別するのを助けるために曖昧性排除
プロセスを実施する必要があることができる。
【００４７】
　上述されたように、この分析を行うサーバまたは他のエンティティは、メディア提示デ
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バイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが、複数のチャ
ネルと対応する複数の参照フィンガープリントに一致することを検出したとき、このエン
ティティは、複数一致グループに関連するチャネルのうちのどれが、メディア提示デバイ
スによって表示されているメディアコンテンツを搬送する実際のチャネルであるかを決定
するのを助けるために、曖昧性排除プロセスを適用することができる。
【００４８】
　さらに、本開示によれば、そのようなコンテキスト情報の有用な一例は、メディア提示
デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの時間である。
特に、それは、同じメディアコンテンツが、チャネルごとに異なる日付においておよび／
または異なる番組編成時間セグメント（たとえば、番組編成時間の異なる半時間または１
時間ブロック）中になど、各チャネル上で異なる時間において複数のチャネル上にブロー
ドキャストされる場合であることができる。その場合、複数一致グループ中の２つ以上の
参照フィンガープリントの各々は、ブロードキャストのそれぞれの時間（参照フィンガー
プリントによって表されるメディアコンテンツが、関連するチャネル上でブロードキャス
トされるかまたはブロードキャストされるようにスケジュールされた関連する時間）を有
することができ、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブ
ロードキャストの時間についての知識は、次いで、２つ以上の一致する参照フィンガープ
リントの間で曖昧性を排除するための基礎として（単独でまたは１つもしくは複数の他の
ファクタと組み合わせて）使用されることができる。
【００４９】
　実際にこれを可能にするために、メディア提示デバイスが、メディア提示デバイスによ
って表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントをサーバに送信する（また
は、サーバがそのようなフィンガープリントを生成することを可能にするためにメディア
コンテンツもしくは関連するデータをサーバに送信する）とき、メディア提示デバイスは
、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキャスト
の時間を示すものをもサーバに暗黙的または明示的に提供することができる。ここで、ブ
ロードキャストの時間は、メディア提示デバイスがメディアコンテンツを受信し提示のた
めに表示する時間として定義されることができ、したがって、メディア提示デバイスがチ
ャネル識別を可能にするために実質的にリアルタイムにサーバと対話するシナリオでは、
現在の時間であることができる。（これは、メディアコンテンツを再生のためにメディア
提示デバイスに提供している受信機または他のソースがメディアコンテンツを時間シフト
していないシナリオでは最もうまく動作するはずである。）そして、上述されたように、
当該の時間は、日付および時刻、場合によっては時間の範囲であることができる。
【００５０】
　メディア提示デバイスは、単にそのときにフィンガープリント（または関連するデータ
）をサーバに送信することによって、時間のこの示すものをサーバに暗黙的に通信し、サ
ーバは、現在の時間（たとえば、メディア提示デバイスからのフィンガープリントの受信
の時間）を、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの時間ブ
ロードキャストを表すものとして扱うことができる。代替的に、メディア提示デバイスは
、タイムスタンプなどを生成し、場合によってはフィンガープリントデータを含むヘッダ
メタデータとして、サーバへのそれの送信中に含めることによって、時間のこの示すもの
をサーバに明示的に通信することができる。
【００５１】
　メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキャスト
の時間についての知識が与えられれば、サーバは、複数一致のシナリオを解決するための
基礎としてブロードキャストのその時間を使用することができる。特に、サーバは、ブロ
ードキャストの一致する時間を有する複数一致グループメンバーを発見しようとして、ま
たは場合によってはブロードキャストの一致する時間を有しない複数一致グループメンバ
ーを少なくとも考慮から排除しようとして、メディア提示デバイスによって表示されてい
るメディアコンテンツのブロードキャストの時間を、参照データが複数一致グループのメ
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ンバーについてそれぞれ示すブロードキャストの時間と比較することができる。
【００５２】
　サーバは、様々な方法で、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコン
テンツのブロードキャストの時間を、参照フィンガープリントに関連するブロードキャス
トの時間と比較することができる。たとえば、サーバは、互いに対していくぶん時間シフ
トされていてもよいが、互いの５、１０または１５分以内にあるか、またはブロードキャ
ストが一致するという結論を無理なくサポートすることができる別の定義された許容差内
にあるかなど、ブロードキャストの時間が、しきい値であるかまたは互いに実質的に近い
かどうかを決定することができる。そして、別の例として、ブロードキャストの時間のう
ちの１つが時間の範囲である場合、サーバは、ブロードキャストの時間が一致することを
示すものとして、ブロードキャストの他の時間がその範囲内に入るかどうかを決定するこ
とができる。他の例が同様に可能である。
【００５３】
　この分析を通して、サーバは、メディア提示デバイスによって表示されているメディア
コンテンツのブロードキャストの時間が、複数一致グループの参照フィンガープリントの
うちのただ１つに関連するブロードキャストの時間に一致すると決定し、それにより、そ
の１つの参照フィンガープリントに関連するチャネルが、メディア提示デバイスによって
表示されているメディアコンテンツがその上に到着しているチャネルであることを確定す
ることができる。代替的に、サーバは、メディア提示デバイスによって表示されているメ
ディアコンテンツのブロードキャストの時間が、複数一致グループの参照フィンガープリ
ントのうちの１つまたは複数に関連するブロードキャストの時間に一致しないと少なくと
も決定し、それにより、考慮からそのような参照フィンガープリントの各々を少なくとも
排除することができる。
【００５４】
　例として、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツが、それ
ぞれ、３つのチャネルＡ、Ｂ、およびＣ上で、別個の時間ＴA、ＴB、およびＴCにおける
ブロードキャストのためにスケジュールされ、参照データが、したがって、それらの時間
においてそれらのチャネル上でスケジュールされているそれらのブロードキャストに基づ
いて、３つの一致する参照フィンガープリントＦＰA、ＦＰB、およびＦＰCを含むシナリ
オを検討されたい。特に、参照データは、参照フィンガープリントＦＰAを、時間ＴAにお
いてスケジュールされたブロードキャストのためにチャネルＡに関連付けることができ、
参照データは、参照フィンガープリントＦＰBを、時間ＴBにおいてスケジュールされたブ
ロードキャストのためにチャネルＢに関連付けることができ、参照データは、参照フィン
ガープリントＦＰCを、時間ＴCにおいてスケジュールされたブロードキャストのためにチ
ャネルＣに関連付けることができる。
【００５５】
　この例では、サーバは、時間ＴA（たとえば、現在の時間）においてメディアコンテン
ツのフィンガープリントをメディア提示デバイスから受信することができ、サーバは、メ
ディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが
、異なるチャネルとそれぞれ対応する参照フィンガープリントＦＰA、ＦＰB、およびＦＰ

Cに一致すると決定することによって、複数一致の状況を検出することができる。さらに
、サーバは、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロー
ドキャストの時間、すなわち、時間ＴAが、参照フィンガープリントＦＰAだけに関連する
ブロードキャストの時間に一致すると決定することによって、その複数一致の状況を解決
することができる。これを仮定すれば、サーバは、参照フィンガープリントＦＰAに関連
するチャネル、すなわち、チャネルＡが、メディア提示デバイスによって表示されている
メディアコンテンツがその上に到着しているチャネルであると無理なく結論して、それに
応じてチャネル固有アクションを取ることを可能にすることができる。
【００５６】
　別の例として、時間ＴAにおいてメディア提示デバイスによって表示されているメディ
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アコンテンツが、チャネルＡおよびＢ上で現在ブロードキャストされており、また、異な
る時間ＴBにおいてチャネルＣ上でのブロードキャストのためにスケジュールされたシナ
リオを検討されたい。このシナリオでは、参照データは、３つの一致する参照フィンガー
プリントＦＰA、ＦＰB、およびＦＰCをこの場合も含むことができ、（ｉ）参照フィンガ
ープリントＦＰAおよびＦＰBは、既知のチャネルＡおよびＢ上に現在到着しているメディ
アコンテンツについてのサーバの評価に基づき、各々は関連するブロードキャスト時間Ｔ

Aを有し、（ｉｉ）参照フィンガープリントＦＰCは、時間ＴBにおけるチャネルＣ上のブ
ロードキャストのスケジューリングに基づく。
【００５７】
　この例では、サーバは、時間ＴA（たとえば、現在の時間）においてメディアコンテン
ツのフィンガープリントをメディア提示デバイスから受信することができ、サーバは、メ
ディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが
、異なるチャネルとそれぞれ対応する参照フィンガープリントＦＰA、ＦＰB、およびＦＰ

Cに一致すると決定することによって、複数一致の状況を同様に検出することができる。
さらに、サーバは、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツの
ブロードキャストの時間が、参照フィンガープリントＦＰCのブロードキャストの時間に
一致しないと決定することができ、したがって、サーバは、参照フィンガープリントＦＰ

Cに関連するチャネルが、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテ
ンツがその上に到着しているチャネルでないと無理なく結論することができる。このプロ
セスを通して、サーバは、参照フィンガープリントＦＰCの考慮を排除して、このように
してそれの分析を有利に参照フィンガープリントＦＰAおよびＦＰCに集中させることがで
きる。そして、サーバは、メディア提示デバイスのロケーションおよび／またはチャネル
固有コンテンツのフィンガープリント分析など、１つまたは複数の追加のファクタに基づ
いて、参照フィンガープリントＦＰAと参照フィンガープリントＦＰCとの間で曖昧性を排
除するように動作することができる。他の例が同様に可能である。
【００５８】
　本明細書の説明では、サーバ２０が複数一致の状況を識別し、次いでコンテキストの考
慮に基づいて曖昧性を排除することに主に焦点を当てているが、説明される動作の一部ま
たは全部は、サーバの代わりにまたはそれと協働して、１つまたは複数の他のエンティテ
ィによって代替的に行われることができることに留意されたい。
【００５９】
　たとえば、動作のうちの１つまたは複数は、メディア提示デバイス自体によって行われ
るか、またはメディア提示デバイスとローカル通信している補助システムによって行われ
ることができる。例として、メディア提示デバイス自体は、上記で説明された参照データ
のような参照データを供給されるかまたはそれへのアクセスを有することができ、メディ
ア提示デバイスは、複数一致の状況を識別し、曖昧性を排除し、メディア提示デバイスに
よって表示されているメディアコンテンツを提供するチャネルを識別するために、参照デ
ータをそれ自体で参照することができる。さらに、効率のために、メディア提示デバイス
は、クエリフィンガープリントに一致するチャネルのグループに特に関する参照データの
セットを（たとえば、それらのチャネルに関与する複数一致の状況をサーバが検出したこ
とに応答して）提供されることができ、メディア提示デバイスは、次いで、そのような参
照データとその後に導出されるクエリフィンガープリントとの間の比較を行うことによっ
て曖昧性排除をそれ自体で実施することができる。またさらに、メディア提示デバイスは
、次いで、チャネル固有コンテンツを提示すること、チャネル提示を記録することなど、
チャネル固有アクションをそれ自体で取ることができるか、またはそのようなアクション
を１つもしくは複数の他のエンティティに取らせることができる。
【００６０】
　図３は、今度は、上記の説明に沿って行われることができる方法を示すフローチャート
である。図３によって示されている方法における動作のうちの１つまたは複数は、限定は
しないが、ネットワークサーバ、メディア提示デバイス、および／またはこれらもしくは
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他のエンティティのためにもしくはそれらと協働して動作する１つもしくは複数のエンテ
ィティを含む、１つまたは複数のエンティティによって行われることができる。いかなる
そのようなエンティティも、方法動作のうちの１つまたは複数を行うように構成された、
プログラムされた処理ユニットなどのコンピューティングシステムを具備することができ
る。さらに、非一時的データストレージ（たとえば、ディスクストレージ、フラッシュス
トレージ、または他のコンピュータ可読媒体）は、様々な図示された動作を行うように処
理ユニットによって実行可能な命令を記憶していることがある。
【００６１】
　図３に示されているように、ブロック３０において、本方法は、メディア提示デバイス
によって表示されているメディアコンテンツ（たとえば、ビデオコンテンツおよび／また
はオーディオコンテンツ）のフィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞ
れ対応する複数の参照フィンガープリントに一致するとコンピューティングシステムが決
定することを含む。ブロック３２において、本方法は、次いで、フィンガープリントが、
異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一致する
と決定することに応答して、メディア提示デバイスがどのチャネル上でメディアコンテン
ツを受信しているかを決定するために、メディア提示デバイス表示されているメディアコ
ンテンツのブロードキャストの時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除を実施する
ことを含む。およびブロック３４において、本方法は、決定されたチャネルに基づいてア
クションを取ることを含む。
【００６２】
　上記の説明によれば、コンピューティングシステムはメディア提示デバイス以外のエン
ティティであることができ、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコン
テンツのフィンガープリントは、メディア提示デバイスによって生成されることができる
。本方法は、次いで、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツ
のフィンガープリントをコンピューティングシステムがメディア提示デバイスから受信す
ることを含むことができる。
【００６３】
　さらに、上記で説明されたように、複数の参照フィンガープリントは、参照データ中の
複数の参照フィンガープリントから選択されることができ、その場合、メディア提示デバ
イスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが複数の参照フィ
ンガープリントに一致すると決定することは、（ｉ）メディア提示デバイスによって表示
されているメディアコンテンツのフィンガープリントを参照データ中の複数の参照フィン
ガープリントと比較することと、（ｉｉ）比較することに基づいて、メディア提示デバイ
スによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが複数の参照フィン
ガープリントに一致すると決定することとを含むことができる。
【００６４】
　またさらに、上記で説明されたように、本方法は、複数の参照フィンガープリントを含
む複数一致グループを検出しフラグ付けすることを含むことができ、その場合、メディア
提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントが複数の
参照フィンガープリントに一致すると決定することは、フィンガープリントが、フラグ付
けされた複数一致グループの参照フィンガープリントに一致すると決定することを含むこ
とができる。
【００６５】
　さらに上記の説明によれば、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコ
ンテンツのブロードキャストの時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除を実施する
行為は、（ｉ）メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロ
ードキャストの時間を決定することと、（ｉｉ）一致する参照フィンガープリントのうち
のどの１つが、メディア提示デバイスがその上でメディアコンテンツを受信しているチャ
ネルと対応するかを決定するための基礎として、メディア提示デバイスによって表示され
ているメディアコンテンツのブロードキャストの決定された時間を使用することとを含む
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ことができる。
【００６６】
　さらに、上記で説明されたように、メディア提示デバイスによって表示されているメデ
ィアコンテンツのブロードキャストの時間を決定する行為は、メディア提示デバイスによ
って表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの時間を示すものをメディア
提示デバイスから暗黙的もしくは明示的に受信すること、および／または現在の時間（た
とえば、メディア提示デバイスからのフィンガープリントの受信の時間）を、メディア提
示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの時間である
と見なすことを含むことができる。
【００６７】
　さらに、上記で説明されたように、一致する参照フィンガープリントの各々は、ブロー
ドキャストの対応する時間を有することができる。そして、一致する参照フィンガープリ
ントのうちのどの１つが、メディア提示デバイスがその上でメディアコンテンツを受信し
ているチャネルと対応するかを決定するための基礎として、メディア提示デバイスによっ
て表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの決定された時間を使用する行
為は、（ｉ）メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロー
ドキャストの決定された時間を、一致する参照フィンガープリントのブロードキャストの
対応する時間の各々と比較することと、（ｉｉ）比較することに基づいて、メディア提示
デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキャストの時間が、１つ
の一致する参照フィンガープリントと対応するブロードキャストの時間だけに一致すると
決定すること、および／または比較することに基づいて、（分析を集中させるのを助ける
ために）メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキ
ャストの時間が、一致する参照フィンガープリントのうちの別の１つに一致しないと決定
することとを含むことができる。
【００６８】
　さらに、上記の説明によれば、決定されたチャネルに基づいてアクションを取る行為は
、（ｉ）メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツとともに補助
チャネル固有コンテンツが提示させられることと、（ｉｉ）チャネルレーティングシステ
ムにおける使用のために決定されたチャネルの提示を記録することとからなる群から選択
されたアクションを含む。
【００６９】
　図４は、次に、上述されたエンティティなどの１つまたは複数のエンティティによって
同様に、および上記で説明された様々な特徴と組み合わせて、上記の説明に沿って行われ
ることができる動作を示す別のフローチャートである。
【００７０】
　図４に示されているように、ブロック４０において、本方法は、メディア提示デバイス
によって表示されているメディアコンテンツ（たとえば、ビデオおよび／またはオーディ
オコンテンツ）のフィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する
複数の参照フィンガープリントに一致するとコンピューティングシステムが決定すること
を含み、複数の参照フィンガープリントの一致する参照フィンガープリントの各々は、ブ
ロードキャストの対応する時間を有する。さらに、ブロック４２において（場合によって
はブロック４０と併せて）、本方法は、メディア提示デバイスがどのチャネル上でメディ
アコンテンツを受信しているかをコンピューティングシステムが決定することを含み、メ
ディア提示デバイスがどのチャネル上でメディアコンテンツを受信しているかを決定する
ことは、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのブロードキ
ャストの時間が、一致する参照フィンガープリントのうちのただ１つのブロードキャスト
の対応する時間に一致すると決定することに少なくとも基づき、決定されたチャネルは、
１つの一致する参照フィンガープリントと対応するチャネルである。そして、ブロック４
４において、本方法は、チャネルを決定することに基づいて（たとえば、上記で説明され
た）アクションを取ることを含む。
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【００７１】
　図５は、今度は、本開示に従って動作可能な例示的なシステムの簡略ブロック図である
。このシステムは、上記で説明されたネットワークサーバ、および／または（場合によっ
てはメディア提示デバイスを含む）１つまたは複数の他のエンティティを表すことができ
る。図５に示されているように、例示的なシステムは、ネットワーク通信インターフェー
ス５０と、処理ユニット５２と、非一時的データストレージ５４とを含み、それらのいず
れかまたはすべては、一緒に統合されるか、または図示のように、システムバス、ネット
ワーク、もしくは他の接続機構５６によって互いに通信可能にリンクされることができる
。
【００７２】
　ネットワーク通信インターフェース５０は、上記で説明されたネットワーク２２などの
ネットワーク上で通信を可能にするために、および／または１つもしくは複数の他のロー
カルもしくはリモートエンティティとの直接もしくはネットワーク化通信に関与するため
に、１つまたは複数の物理的ネットワーク接続機構を備えることができる。したがって、
ネットワーク通信インターフェースは、ＩＰ通信および／または他のタイプのネットワー
ク通信に関与するために、ワイヤレスもしくはワイヤードイーサネット(登録商標)インタ
ーフェースまたは他のタイプのネットワークインターフェースを備えることができる。
【００７３】
　処理ユニット５２は、その上、１つもしくは複数の汎用プロセッサ（たとえば、マイク
ロプロセッサ）および／または１つもしくは複数の専用プロセッサ（たとえば、特定用途
向け集積回路）を備えることができる。そして、非一時的データストレージ５４は、光学
、磁気、またはフラッシュストレージなど、１つまたは複数の揮発性および／または不揮
発性ストレージ構成要素を備えることができる。
【００７４】
　図示のように、データストレージ５４は、その上、本明細書で説明される様々な動作を
行うように処理ユニット５２によって実行可能であることができるプログラム命令５８を
記憶する。たとえば、プログラム命令は、（ｉ）メディア提示デバイスによって表示され
ているメディアコンテンツのフィンガープリントと、メディア提示デバイスによって表示
されているメディアコンテンツのブロードキャストの時間を示すものとを、ネットワーク
通信インターフェースを介してメディア提示デバイスから受信し、（ｉｉ）受信されたフ
ィンガープリントが、異なるそれぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガ
ープリントに一致すると決定し、（ｉｉｉ）受信されたフィンガープリントが、異なるそ
れぞれのチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィンガープリントに一致すると決定す
ることに応答して、メディア提示デバイスがどのチャネル上でメディアコンテンツを受信
しているかを決定するために、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコ
ンテンツのブロードキャストの時間に少なくとも部分的に基づいて曖昧性排除を実施し、
（ｉｖ）決定されたチャネルに基づいてアクションを取るように実行可能であることがで
きる。上記で説明された様々な特徴は、このコンテキストにおいて同様に適用されること
ができる。
【００７５】
　最後に、図６は、本開示に従って動作可能な例示的なメディア提示デバイスの簡略ブロ
ック図である。上記の説明に沿って、このメディア提示デバイスは様々な形態を取ること
ができる。たとえば、それは、テレビジョン、コンピュータモニタ、もしくはビデオコン
テンツを受信し表示するように動作する他のデバイスであることができ、および／または
それは、ラウドスピーカー、ヘッドフォンのペア、もしくはオーディオコンテンツを受信
し表示するように動作する他のデバイスであることができる。多数の他の例が同様に可能
である。
【００７６】
　図６に示されているように、例示的なメディア提示デバイスは、メディア入力インター
フェース６０と、メディア提示インターフェース６２と、ネットワーク通信インターフェ
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ース６４と、処理ユニット６６と、非一時的データストレージ６８とを含み、それらのい
ずれかまたはすべては、一緒に統合されるか、または図示のように、システムバス、ネッ
トワーク、もしくは他の接続機構７０によって互いに通信可能にリンクされることができ
る。
【００７７】
　メディア入力インターフェース６０は、メディア提示デバイスによって提示されるメデ
ィアコンテンツを受信するための物理的通信インターフェースを備えることができる。し
たがって、メディア入力インターフェースは、受信機または他のデバイスもしくはシステ
ムとの通信を確立し、それらからアナログまたはデジタル形式でメディアコンテンツを受
信するために、１つまたは複数のワイヤードおよび／またはワイヤレスインターフェース
を含むことができる。たとえば、メディア入力インターフェースは、数多くの中でも、Ｄ
ＶＩ、ＨＤＭＩ(登録商標)、ＶＧＡ、ＵＳＢ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ(登録商標)、ＷＩＦＩ
などのプロトコルに準拠する１つまたは複数のインターフェースを含むことができる。
【００７８】
　メディア提示インターフェース６２は、さらに、受信されたメディアコンテンツの提示
を可能にするための１つまたは複数の構成要素を備えることができる。例として、メディ
ア提示インターフェースは、ディスプレイスクリーンおよび／またはラウドスピーカーな
どのユーザインターフェース、ならびに、そのユーザインターフェース上でコンテンツの
提示を可能にするために、受信されたメディアコンテンツを処理するための１つまたは複
数のドライバまたは他の構成要素を備えることができる。
【００７９】
　ネットワーク通信インターフェース６４は、上記で説明されたネットワーク２２などの
ネットワーク上で通信を可能にするために、および／または１つもしくは複数の他のロー
カルもしくはリモートエンティティとの直接もしくはネットワーク化通信に関与するため
に、物理的ネットワーク接続機構を備えることができる。したがって、ネットワーク通信
インターフェースは、ＩＰ通信および／または他のタイプのネットワーク通信に関与する
ために、ワイヤレスもしくはワイヤードイーサネット(登録商標)インターフェースまたは
他のタイプのネットワークインターフェースを備えることができる。
【００８０】
　処理ユニット６６は、その上、１つもしくは複数の汎用プロセッサ（たとえば、マイク
ロプロセッサ）および／または１つもしくは複数の専用プロセッサ（たとえば、特定用途
向け集積回路）を備えることができる。そして、非一時的データストレージ６８は、光学
、磁気、またはフラッシュストレージなど、１つまたは複数の揮発性および／または不揮
発性ストレージ構成要素を備えることができる。さらに、図示のように、データストレー
ジ６８は、ここで説明される様々な動作を行うように処理ユニット６６によって実行可能
であることができるプログラム命令７２を記憶する。たとえば、プログラム命令は、メデ
ィア入力インターフェース６０において受信されているおよび／またはメディア提示イン
ターフェースにおいて処理されているメディアコンテンツの分析に基づいて、メディア提
示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフィンガープリントを継続的に
生成し、本明細書で説明されるようにチャネル識別を可能にするために生成されたフィン
ガープリントを継続的に提供するように実行可能であることができる。
【００８１】
　例示的な実施形態について上記で説明された。しかしながら、当業者は、本発明の真の
範囲および趣旨から逸脱することなくこれらの実施形態に変更および修正が行われること
ができることを理解されよう。
【要約】
　本明細書では、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツのフ
ィンガープリントデータが、複数の異なるチャネルとそれぞれ対応する複数の参照フィン
ガープリントに一致するシナリオにおいて、チャネル識別を曖昧性を排除するのを助ける
ための方法およびシステムが開示される。そのような複数一致を検出すると、サーバまた
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は他のエンティティは、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテン
ツのブロードキャストの時間と、参照フィンガープリントによって表されるメディアコン
テンツのブロードキャストの時間との比較に少なくとも部分的に基づいて、曖昧性排除を
実施する。サーバまたは他のエンティティは、チャネル固有アクションを取ることを可能
にするために、メディア提示デバイスによって表示されているメディアコンテンツがその
上に到着しているチャネルをそれにより決定する。
【選択図】図３

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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